
Acer buergerianum、ムクロジ科カエデ属の落葉紅
葉樹の高木である。中国南東部・台湾原産。カエデ
の葉は手のひらを拡げたようになるが、トウカエデ
は葉先が3つに分かれる。中国名は三角楓ともよば
れる。英語ではtrident（三叉槍）mapleと言う。日
本へは18世紀初期に渡来。街路樹として使われる
ことが多く、春日井市内でも見かける。灰色がかっ
た樹皮はささくれたように裂けて剥がれ、見栄え
はあまり良くない。種子は他のカエデ同様に平た
いプロペラのある翼果で、小さな竹とんぼのよう
に風に舞う。
　中央食堂から人文学部にかけてトウカエデの並
木道となっている。2022年11月初旬は晴天が続き、

並木道は文字通りみごとな錦秋で、目を楽しませ
てくれた。紅葉に惹かれたのか、トウカエデにカ
メラを向けていた学生もいた。
落葉広葉樹が秋にきれいに紅葉するには、最低気

温が8℃以下になり、晴天が続き、一日の寒暖の差
が大きいことが必要らしい。光合成の効率が落ちる
と、木は葉への通水を落とし、葉の緑のクロロフィ
ルの分解を始める。葉は残存する光合成力を使って
糖を作り、それを赤色のアントシアニンに変える。
これがカエデの紅葉の原因とのことである。アント
シアニンとその誘導体は500種ほどもあり、白、黄、
緑を除く多彩な植物の色となる。フラボノイドと
総称される物質に区分され、いわゆるポリフェノー
ルでもある。様々な植物から得られるアントシア
ニン系の色素は食品にも使われる。それらには抗
酸化能や、視覚改善などの効能もあるらしい。
　日本庭園を彩るイロハモミジはカエデ属の一種
である。葉先が7つに分かれ、「いろはにほへと」
と数えられるゆえのみやびな種名らしい。紅葉を
モミジとも読むように、秋に色づく草木をなべて
モミジ（もみぢ）と言っていたようである。
紅葉が見られる地域は意外に少ないらしく、米国

ニューイングランドと日本の東北地方が世界二大

紅葉の地であると、ニューハンプシャー州のフリー
ウェイ沿いの情報センターのパンフレットにあっ
た。確かに、9月末のニューハンプシャーの所々で、
サトウカエデが鮮やかに紅葉していた。北米大陸北
東部の先住民族にとって、サトウカエデは集落の大
切な樹であったらしい。合衆国からカナダに入ると
穏やかな空気に変わるように思われたのは、国旗の
サトウカエデのせいもあるかも知れない。根圧の高
まる早春に、樹皮に小さな穴を開け、管を差し込
んで樹液を集める。木の大きさにも依るが、1つの
管から1リットルもの糖分を含む樹液が得られ、こ
れを煮詰め、保存可能としたものがメープルシロッ
プである。シラカンバなどの落葉樹からも同様にし
てミネラルを含む樹液が得られるが、こちらの糖分
は少なく、ほのかに甘みが感ぜられる程度である。
しかし、冷やして飲むとなかなか美味しい。

参考）
・「朝日百科植物の世界」、第3巻、ｐ3-158、朝日新聞社、
1997

・「図説花と樹の大事典」、木村陽二郞監修、柏書房、
1996

・「アントシアニンの科学」、津田孝範ら編著、建帛社、
2009

小・中学校で行う天体の学習は、昼間に実際の星や月の動
きを観察することができないため、教師は指導に苦労します。
そこで国立天文台が作成した天文シミュレーションソフト
「Mitaka」（以後、「Mitaka」）を用いた授業実践を行いました。
「Mitaka」の特徴は、地球から天体を観るだけでなく、宇宙に
飛び出して星に接近し、その表面を観察したり、宇宙のさま
ざまな構造や天体の位置を見たりすることができます。私の
研究室の学生4人は「Mitaka」の操作・解説マニュアルを作
成し、それを用いた授業を小学校4校と中学校1校で先生方に
実践し、卒業研究にまとめました。現在、児童・生徒に一人1

台のタブレットPCが貸与されています。
それに「Mitaka」をダウンロード・イ
ンストールし、子どもたちが主体的に
「Mitaka」を操作して天体学習を行う実
践をしてもらいました。子どもたちは、
天体への興味・関心を高め、興味を持っ
た天体について自ら調べ学習を行いレ
ポートにまとめていました。
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小・中学校理科天体授業で用いる天文シ
ミュレーションソフトMitaka（国立天文台）
の操作・解説マニュアルを作成
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トウカエデ（唐楓）

（写真上）子ども一人一人が、「Mitaka」をダウンロー
ド・インストールしたタブレットを操作しながら行
う天体学習
（写真右）子どもたちが自ら「Mitaka」を操作して
天体学習を行った後、興味・関心を持った天体を主
体的に調べ学習し、まとめたレポート




